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 （一般質問） 

① 笠 原 幸 江 １ 非常事態となっている糸中いじめ事案について 

  開口一番、「いじめ防止に向け繰り返さないよう指導してまいります。」

と、いじめ事案があるたびに、 

「申し訳ありません、残念です。」と、言い訳をしてきた学校と教育委員会の

対応。誰一人として責任が問われないままに、また糸魚川中学校で重大事態

が１件明らかになった。未解決を含むと３件である。「君たちは仲間をいじ

めて楽しいですか。」と叫びたくなる。 

  私は、校内で発生した事案は、学校運営をしている校長の責任であると、

一貫して訴え続けてまいりました。 

  不登校やいじめ防止に向けて、教育相談体制を強化し、ハートフル相談員、

教育補助員に加えて、平成２７年４月からスクールソーシャルワーカーを導

入し、体制を整え取り組んでいるにもかかわらず、生徒に対しての「善悪」

の指導が徹底されていない状況に憤りを感じています。 

  当市には、いじめ防止基本方針、いじめ防止条例、いじめ防止等の行動計

画が施行されていることを、保護者や教職員に周知され活用されているのか

甚だ疑問が残ります。 

  今回のいじめを起因とする重大事態は、傷害事件と捉えられる要素が潜ん

でいる非常事態であります。未解決事案を含め、新たな事案について、いじ

め防止に取り組む姿勢を、以下の項目についてお伺いします。 

(1) 非常事態となっているいじめ事案を含め「０歳から18歳までの子ども一

貫教育方針で日本一の子どもを育てる」を標榜しているが、実効性のある

ものにしていくために、教育長は、どのような意気込みで取り組まれるの

か。 

(2) 平成２７年１０月１０日の謝罪会後の対応について 

① 人事内申、市職員の処分はどのようになっているか。 

② いじめ防止条例に明記すべきと要望された内容について協議されたか。 

③ 義務教育課程終了後はどのように対応していくのか。 

(3) ２月３日の保護者説明会について 

① １年生のいじめ事案の内容は、学校側の遅きに失したものであり、い

じめ防止基本方針に反したものでないか。 

② 生徒の喫煙は由々しきことであるが、その対応はどうか。 

③ 緊急総合教育会議を開き、講ずべき処置について協議されたか。 

④ 関係する機関の連携についてはどうか。 

⑤ いじめ問題専門委員会の設置が急務と考えるがいかがか。 

(4) 加害生徒の保護者の対応について 

 

② 吉 川 慶 一 １ 糸魚川市沿岸海域の変化と状況について 
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  当市においては、農業、林業及び水産業は大切な産業であることに異論の

ないところと思いますが、いずれの分野においても、それぞれ様々な問題を

抱えておるのが現状かと受け止めております。 

  「山を育てることは、海を育てること。」このような言葉を間々耳にしま

すが、この３者の間に互いに深い関わり合いがあるということを意味するも

のと思います。 

  最近、浜辺へ行くと「糸魚川の沿岸海域に異変が出てきている。」と心配

をする声を耳にすることがあります。この変化について、行政は、その実態

をどの程度に把握しておられるのでしょうか。また、それに対する何らかの

対応策をお考えでしょうか。極めて重要なことと思われるのでお伺いします。 

(1) 農業・林業・水産業の現況と政策についてどうですか。 

(2) 特に水産業で新しい施策のお考えはありますか。 

(3) 沿岸表層の海水が疲弊してきています。山、河川、海、山林の現状に問

題があると思います。現状についてお伺いします。 

(4) 陸と海を一体化した大型ジオラマが必要と思いますが、お考えを伺いま

す。 

２ 北陸新幹線開業とその後の影響について 

  昨年３月に永年にわたる念願の北陸新幹線が開業しました。市民及び経済

界とともに喜びに沸きましたが、果たして地域に影響、上昇変化が現れたで

しょうか。駅舎は近代化され利便性が良くなり、特にジオステーションのキ

ハ５２の展示等で糸魚川市の魅力が現れています。 

  建物の面はすばらしいですが、接客の面もどうでしょうか。今後、観光都

市を目指すために、次のことについてお伺いします。 

(1) 新幹線が開業して、市内の商業はどのように変わりましたか。１年間の

アンケート調査結果はまとまりましたか。 

(2) 開業時のイベントと開業１年後のイベントを主催し、市民ともに観光誘

致が行われましたか。そこで、商工会議所・観光協会・商店街（団体等）

はどのように観光の企画、連携をされましたか。また、糸魚川のおもてな

しの企画はどこが主体となって企画されていますか。 

(3) 街づくりは街の人々と一緒に協力して盛り上げていかなければならない

と考えますが、この企画によって経済効果はどのように現れていますか。 

(4) 糸魚川ジオパークは長い歳月をかけて宣伝し実行しています。行政が主

体となっていると思いますが、コンサルタント業者に任せたらどうですか。 

 

③ 田 原   実 １ 地方でのクリエーターの先駆者、相馬御風先生の顕彰とまちづくりについ

て 

  今年２０１６年は、相馬御風先生が糸魚川に帰住（Ｕタ－ン）して

１００年目の年です。 



 

－ 8 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

  その帰住の理由には謎もあるとされていますが、ふるさと糸魚川の豊かな

自然の中でひたむきに生きる人々に囲まれ、より人間らしく、そしてより自

分らしく生きていきたい、という強い想いと決意があってのことと推察しま

す。 

  以来１００年が経過し、政治では地方創生が叫ばれ、地方への移住や創作

活動を伴う暮らし方が日本全国の各所で実践され、注目を浴びています。 

  そこで、ずっと以前に糸魚川に帰り住み、時代の先端の創作活動に取り組

み生業とした、いうなれば地方でのクリエーターの先駆者である相馬御風先

生の功績を振り返り、その知恵や行動力を学ぶこと、御風先生を「知る、学

ぶ、伝える」これからの糸魚川市の顕彰を考えること、そして糸魚川市が目

指す翠の交流都市におけるまちづくり事業の展開、特に御風の生活空間であ

った糸魚川市大町の御風宅、糸魚川駅北口の商店街や料理店などを活用した

交流人口増大を企てることが今回の質問の主旨です。 

  なお、テキストとして糸魚川市文化財保護審議会委員で御風会理事の金子

善八郎先生の著書「相馬御風」平成１７年発行図書と、相馬御風先生の著書

「良寛さま」を新潟大学名誉教授清田（せいだ）文武先生の監修で復刻した

「良寛さま」平成１９年発行図書を資料に伺う点もあります。 

(1) 過去１０年の糸魚川市の相馬御風顕彰事業の主なものについて伺います。 

① 平成１９年より発行されていた歴史民俗資料館「相馬御風記念館」だ

よりについて 

② 歴史民俗資料館企画展平成１８年「良寛さまと相馬御風」、平成

１９年「相馬御風と早稲田」、平成２０年「小川未明と相馬御風」、平

成２５年「相馬御風作詞校歌展－心のふるさと、われらが母校－」、平

成２６年「相馬御風と芸術座－カチューシャの唄を中心に－」、それぞ

れの成果、記録公開について 

③ 平成２５年写真展「御風を訪ねた著名人たち」の成果、記録公開につ

いて 

④ 平成２７年相馬御風ふるさと帰住・良寛研究百周年プレイベント「御

風さんの、いろんなしごと」の成果、記録公開について 

(2) 最近の市民の相馬御風顕彰事業の主なものについて伺います。 

① 御風の作詞した代表曲を収めたＣＤの発売について 

② ミュージカル「オデュッセイア」の上演について 

③ バタバタ茶の実演について 

(3) 帰住（Ｕターン）１００年目に当たる今年予定している相馬御風顕彰事

業について伺います。 

(4) 長年の課題であった相馬御風宅（新潟県指定史跡）のリノベーションに

ついて伺います。 

(5) 歴史民俗資料館の展示、プレゼンテーション、接客談話の工夫について
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伺います。 

(6) 歴史民俗資料館に隣接する糸魚川市民図書館での展示、プレゼンテーシ

ョンの工夫について伺います。 

(7) 糸魚川市役所庁舎での展示、プレゼンテーションの工夫について伺いま

す。 

(8) 糸魚川駅自由通路、駅観光案内施設ジオパルでの展示、プレゼンテーシ

ョンの工夫について伺います。 

(9) 北陸新幹線開業１周年記念イベント、新幹線で糸魚川へ来るお客様をタ

ーゲットとしたプレゼンテーションの工夫について伺います。 

(10) 交流人口増大、経済効果を目的とする、糸魚川駅周辺を「御風テーマ

パーク」あるいは「まるごと御風まちめぐり」としての活用について伺い

ます。 

(11) 相馬御風顕彰の方法を今日的な価値観で見直し、地域のすぐれた資源

として活かすことは地方創生において糸魚川ならではの特色あるまちづく

りの大きなテーマです。 

  今後は御風が校歌「都の西北」を作詞し、母校でもある早稲田大学との

連携を強化し、また糸魚川市民の皆様の様々な思いが反映される「相馬御

風をいかすまちづくり」のシステムをつくるべきと思いますが、この点に

ついて伺います。 

 

④ 保 坂   悟 １ 一般廃棄物最終処分場問題の今後について 

  昨年末、一般廃棄物最終処分場適正化工事が完了しました。地元補償につ

いてこれまでのものと、今後のものとを整理すべきと考えます。そこで、以

下の各項目について、補償内容や今後の取組について伺います。 

(1) 水銀を含むばいじんを埋めた公害防止協定違反について 

(2) クローズド型（屋根付き）新最終処分場の地元補償について 

(3) 大野区民の善意を踏みにじった道義的責任について 

(4) 大野地区に対する補償内容一覧表の作成について 

２ 日本一の子どもづくりについて 

(1) 子育て支援について 

① ブックスタート事業の目的と意義はどうか。 

② 事故防止のためのチャイルドビジョンの取組状況はどうか。 

③ ガン予防として中学生のピロリ菌検査導入はどうか。 

④ 今季の子どもインフルエンザ助成の効果はどうか。 

⑤ 病児保育の進捗状況はどうか。 

⑥ 学童保育の延長時間の検討結果はどうか。 

(2) いじめ対策について 

① 重大事案やその他の事案の進捗状況はどうか。 
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② いじめ防止対策の強化はどうか。 

③ いじめの被害者と加害者の追跡調査はどうか。 

④ いじめ解決の定義はどうか。 

(3) 子どもの基礎学力向上支援について 

① 駅などに中高生向けの学習スペースの提供はどうか。 

② 保護者向けに勉強癖がつくアドバイス集の提供はどうか。 

③ 新大学入試制度（2020 年度）の対応についてはどうか。 

④ 教職員のＯＢ・ＯＧによる放課後先生制度の導入はどうか。 

３ 糸魚川市の魅力づくりについて 

(1) 海洋高校の産官学連携事業の拡充について 

① 高校生によるシーフードレストランの設置はどうか。 

② 産官学金労言による起業教育システムの導入はどうか。 

(2) 糸魚川白嶺高校の特色づくりについて 

① （仮称）白嶺高校存続研究会の設立はどうか。 

② 新潟県との協議の進め方はどうか。 

③ 産官学連携事業の創設はどうか。 

(3) 権現荘の意識改革について 

① 直営ならではの取組はどうか。 

② 外国人向けの日本文化体験プランの実施はどうか。 

③ 地域振興の使命は果たしているのか。その検証はどうか。 

(4) 「住民立」の会社もしくは公社の設立研究について 

① 住民ニーズと住民サービスを住民がコントロールする会社組織の構築

を行うべきと思うがどうか。 

② 高齢者を中心に身の丈のゆるい働き方を提唱してはどうか。 

４ 移住定住の促進策について 

  移住定住を促進するには住環境が大切です。そこで、生活者の視点から以

下の点を伺います。 

(1) 交通安全対策について 

① 狭い道路におけるカーブミラー設置基準強化はどうか。 

② 高齢者が転びにくい、歩道の段差解消と路面舗装の状況はどうか。 

③ 狭い道路の側溝のふたの設置状況はどうか。 

④ 降雪時の農業用水、流雪溝等の転落防止策はどうか。 

(2) 人口減少に対応した財産管理対策について 

  空き家、墓地、耕作放棄地、山林等の管理者が市内にいない場合や高齢

化のため管理できていない場合のために、「財産管理条例」の制定を行い、

放置させないようにすべきと思いますがどうか。 

(3) 廃墟、廃屋の管理対策について 

  廃墟や廃屋があることで、移住定住の決意が揺らぐおそれがあります。
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そこで「廃墟・廃屋整理条例」の制定はどうか。 

(4) ラジオ不受信地域の改善について 

  防災対策と生活の利便性向上策として、積極的に取り組むべきと考える

がどうか。また平成２４年９月以降の改善状況はどうか。 

 

⑤ 伊 藤 文 博 １ 内部監査体制と戦略的企画部門の強化による機能の高い組織の構築と、よ

り高度な行政経営の実現について 

  合併当初から、業務執行面でのチェック体制強化によるＰＤＣＡサイクル

の構築を提言してきました。その後、内部監査は行われるようになったもの

の、ミス防止主眼の監査に留まっており、本来の内部監査の機能を果たして

いるとは言えません。 

  内部監査は、組織機構とその運用、施策の無駄や不足をチェックし、より

効率的で機能的な組織運営を継続的改善により導き出していくべきものです。 

  一方、企画部門は、市の政策全般に精通する中で、戦略的に持続可能なま

ちづくりを目指して企画立案していかなければなりませんし、戦略的思想が

あってこそ、継続的改善の必要性が生じ徹底されることになります。 

  この両輪が機能してこそ、ＰＤＣＡサイクルが高いレベルで廻ることにな

り、常により良い糸魚川市を追い求める行政経営が可能になると考えていま

す。 

  庁内全体が同じ方向を向いてお互いに高め合っていく気運をつくり、また、

庁内全体をそうしなければならない状況下に置くためには、機能の高い組織

づくりが必要であります。 

  また、それ以前に職員の意識改革を図っていく必要があります。 

  「意識改革は熱伝導であり、熱源は市長である」と再三言ってきています

が、気運が高まってきている様子が一向に感じられません。 

  以上により、次の項目についてどのように考え、具体的な方策を講じてい

くのか伺います。 

(1) 内部監査（業務監査）体制の強化について 

(2) 戦略的企画部門の強化について 

(3) 職員の意識改革による継続的改善の徹底について 

 

⑥ 渡 辺 重 雄 １ 合併１０年、各種データやアンケートで見る市政の課題と対応について 

  合併から１０年、今までは新市建設計画を基本にした総合計画のもと糸魚

川市の一体感の醸成に力を入れた市政が展開されてきたと考えています。 

  この間、平成２５年には市町合併の効果等の検証と課題把握として、中間

評価の報告があり、その時点では「市町合併は、長期的な視点で行われたも

のであり、本来の効果が現れるまでには一定の期間を要することから、現時

点で総括的な評価を行うには至っていない。」とのことでした。 
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  ただ、現在、平成２９年度からの第２次総合計画の策定にとりかかってお

り、今度の計画には合併の効果等の検証と課題把握を含め、１０年間の総括

を基本に据え、新たな夢のある計画が必要であります。 

  第２次総合計画の策定方針には、「社会経済環境と合併10年間の総括を踏

まえて」、さらに、「その後の社会経済情勢の変化や新たな住民ニーズへの

対応など、当市が抱える課題に的確に対応する」として、市民参画を基本に、

全職員の創意と熱意により策定作業を行うということで、大いに期待してい

るところです。 

  そこで、今回は「合併１０年、各種データやアンケートで見る市政の課題

と対応について」、実際の数値や住民の声による市政へのかかわりに関し、

どんな受け止め方をされ、第２次総合計画などに反映させていく考えである

か伺います。 

(1) 市民アンケートで見える市民満足度などについて 

  過去３回にわたり総合計画の策定時に市民アンケートを実施し、これま

での取組を検証したり、市民の意識を確認していますが、市民満足度など

住民の意向をどのように受け止め、今後に反映させる考えか伺います。 

(2) 第１次総合計画の目標指標、長期財政見通しから見える市政の進度と第

２次総合計画への対応について 

  総合計画の目標指標は達成度や効果をわかりやすく示すための「ものさ

し」であり、長期財政見通しは財政的視点から補完し、計画の実効性を高

めるためのものと思いますが、第１次総合計画における目標指標、長期財

政見通しから見える市政の進度と第２次総合計画への対応について伺いま

す。 

(3) 「新潟県１００の指標」で示された分野別の市勢に関する受け止め方に

ついて 

  新潟県では、人口、経済、福祉、教育や財政など各分野から選んだ

１００項目について、県内における市町村の順位を掲載し、生活や社会に

関連する様々なデータを提供していますが、毎年のデータをどのように受

け止め活かしているか伺います。 

 

⑦ 五十嵐 健一郎 １ 地域医療体制の充実について 

  以下の項目について現状・分析・課題及び今後の取組と将来の方向性につ

いて伺います。 

(1) 医療施設等設備整備について 

(2) 救急医療体制について 

(3) 医師確保対策について 

(4) プロジェクトチーム医療の設置について 

(5) 糸魚川地域のドクターヘリ運航事業について 
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(6) ＩＩＳＡ通訳（医療）の充実について 

２ 交流いきいき産業のまちづくりについて伺います。 

(1) ものづくりに携わる人材育成の推進及び優遇制度の調査・検討について 

(2) 企業支援室の成果及び糸魚川産業振興センター（Ｉｔｏ－Ｂｉｚ）の創

設について 

(3) 職業訓練校の充実及び経営者育成学校の創設について 

(4) 企業の地方拠点強化策及び県やＮＩＣＯ（にいがた産業創造機構）との

連携について 

(5) クラウドソーシング導入・在宅ワーク推進及びテレワークによる働き方

改革について 

(6) ジオパーク資源等を活用したＤＭＯ観光地域づくりについて 

 

⑧ 古 畑 浩 一 １ 新幹線時代に対応したまちづくりの推進について 

(1) 新幹線開業を見据えて、長年協議されてきた駅周辺整備計画ですが、北

口の空き店舗対策、南口の空き家対策についてなど、いまだ具体的な方針

が示されていない。 

  新幹線時代に対応したまちづくりを今後、どのように進めていくのかお

聞かせいただきたい。 

(2) 駅南地区の都市再整備を図るべきと考えるがいかがか。 

(3) 中央区地内のＪＲ社宅が取り壊され、宅地とする計画案が示されている

と聞くが、市として有効利用するお考えがあるかお聞かせください。 

(4) 来年度の組織改編に伴い新設される仮称計画交通係の役割とは何かお聞

かせください。 

２ 人口減対策事業について 

(1) ２８年度予算編成に当たり重点施策として人口減対策を掲げ「具体的に

実数を上げる方向で目標をしっかりと定めたい」としているが、具体的な

内容、目標とする実数とは何かお答えください。 

(2) 夢を叶えて、若者や女性が輝くまちづくりを実現するための具体的な施

策について 

  持続可能なまちづくりを推進するためには、女性の地位向上、就労条件

の改善、子育て支援の拡充が不可欠。 

  若者の市外流出を食い止めるには、就職・男女の出会い・安定した収

入・遊び場が不可欠。環境をどう改善できるか、危機感を持って取り組む

べきであると思うがどうか。 

(3) 地域活性化とコンパクトシティの推進について 

  糸魚川の半数以上の地域が限界集落となり、集落運営の危機であり、過

疎高齢地域の活性化推進と維持困難な集落の集団移転、コンパクトシティ

への取組は、複雑な要因が絡み合い実現は困難と思えるが、避けては通れ
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ない道である。 

  実態調査と集団移転について検討すべきと考えるがいかがか。 

３ 公立高校再編計画と魅力ある学科について 

(1) 高校の魅力づくりについて 

  地域の未来を支える若者の定着は最も力を入れるべき事業です。 

  白嶺高校の学級減問題でも指摘してきましたが、地元高校への進学率の

低下は由々しき事態であり危機感を感じるものです。 

  学級減が決定し、県教委の高校再編方針が発表された今、糸魚川市とし

て早急なる対策を講じる必要があると考えます。 

  一般的に魅力ある高校とは、学力水準が高く、国立・有名私立大学への

入学が可能であること。文化・スポーツ活動が盛んで、才能を伸ばし全国

大会やインターハイ、甲子園などの出場が夢ではない環境と指導者がいる

こと。学業以外の専門知識や資格を習得することが可能で、就職に有利に

なることなどが挙げられますが、市当局として、魅力ある学校づくりとは

何か、またどのように進めていくのかお聞かせください。 

(2) 新潟県教育委員会は、高校再編成をどのように進めていくのか。市内高

校の統廃合はあるのか。年次計画はどのようになっているのか。お聞かせ

ください。 

(3) 県の計画に対して地元の意向は、どの程度反映されるのかお答えくださ

い。 

 

⑨ 新 保 峰 孝 １ 産業振興策について 

(1) 糸魚川市の産業構造について、どのように認識しているか。 

(2) 糸魚川市の産業資源の特徴について、どのように捉えているか。 

(3) 当市の産業発展の方向をどのように考えているか。 

(4) 中小企業振興条例を制定し、起業、中小企業振興の強化を図るべきでは

ないか。また、１次産業等も含めた幅広い起業支援の強化を図るべきでは

ないか。 

(5) 糸魚川高等職業訓練校とハローワークとの連携はどのようになっている

か。求人に合致した求職者訓練が行われているか。 

(6) 地域振興財団、農業振興公社等、行政とは別の地域振興、産業振興の組

織、団体をつくることにより、地域産業の振興に弾力的に取り組めるよう

になると思うが、どうか。 

２ 市独自の経済対策について 

(1) 地域経済の現況をどのように捉えているか。 

(2) 市独自の経済対策について、どのような考え方で取り組んでいるか。 

(3) 雇用、仕事づくり等の直接的効果を求めるものと、誘客面での間接的効

果を期待するもの等あると思うが、波及効果も含めどのように考え取り組
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んでいるか。 

(4) 遺跡発掘調査のような、直接的雇用の取組も必要ではないか。 

(5) 商店等のリフォーム助成を、仕事づくりと誘客効果を高める面も含めて

検討したらどうか。 

３ 新幹線騒音対策について 

(1) 北陸新幹線の騒音、振動被害はいつ頃までに解決される見通しか。 

(2) 騒音、振動の解決策について、関係住民の方たちとの話し合いはどのよ

うになっているか。 

(3) 騒音、振動を解決するには、根本的にはトンネル内の空気圧を下げるし

かないのではないか。車両をより流線形にしてスピードを落とすか、トン

ネルの途中に空気を抜く穴を開け風圧を下げるしか方法はないと思うがど

うか。 

(4) それができないのであれば、被害の大きい住民の方々には家屋移転等を

含めた交渉をして了解を得られるような努力をするしかないのではないか。

緩衝口を塞ぐ工事、明かり区間の吸音板の設置はどうなったか。ＪＲの対

応はどうか。 

４ 並行在来線（えちごトキめき鉄道）等の利便性向上について 

(1) ダイヤ改正も含め、えちごトキめき鉄道の利便性の向上を図る取組につ

いてはどのようになっているか。 

(2) 新駅設置についてはどうか。 

(3) ＪＲの旧駐車場用地の所有はどうなっているか。新幹線と大糸線、日本

海ひすいラインにおける利用者の駐車場無料サービスの考え方についてお

聞きしたい。 

 

⑩ 田 中 立 一 １ 起業・創業支援について 

  人口が減少し、経済の右肩上がりが見込めない現在、国は経済成長の発展

に女性や若者の起業家が活躍できることが重要であり、その環境を整備しな

ければならないとし、地方では国の支援事業を受け、地域経済の活性化を担

い、更に移住促進にも期待できるとして起業・創業の支援に力を入れる自治

体が増えていますことから、糸魚川市の起業・創業支援について伺います。 

(1) 昨年国から認定された「創業支援事業計画」の取組状況について 

(2) 空き家、空き店舗、空き公共施設の活用とそれらを利用したインキュベ

ーション型などの「シェアオフィス」整備の検討について 

(3) １次産業の新規就業状況と製造・加工及び販売の創業について 

２ 北陸新幹線、高速道路、国道の騒音等環境問題について伺います。 

(1) 北陸新幹線沿線の騒音・振動の現在の対応状況について 

(2) 市内国道及び高速道路の騒音等環境問題の現状について 

３ 北陸新幹線糸魚川駅とえちごトキめき鉄道の利用状況と今後の利用促進策
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について 

(1) 間もなく開業１年を迎える北陸新幹線の利用状況は、ＪＲ西日本によれ

ば、開業から今年１月末までに乗客は前年のおよそ３倍に伸び、観光客の

増加が大きな要因と報道にありました。 

  上越妙高駅―糸魚川駅間での乗車人員はおよそ８３６万人、１日平均

２６,０００人だったそうで当初予想を上回り好調と聞きますが、糸魚川

駅の利用と経済波及効果は薄いとの声が多く聞かれることから、市の認識

と対応について伺います。 

(2) 同じく開業１年を迎えるえちごトキめき鉄道について伺います。 

① ダイヤ改正による朝夕の混雑解消について 

② リゾート列車、イベント列車、サイクルトレインの運行予定について 

 

⑪ 大 滝   豊 １ 幼保・小中学校再編計画の方針について 

  全国的に出生者数が減少し少子高齢化が進んでおり、当市においても園児

や児童・生徒数が減少し、周辺部では保育園や小・中学校の小規模化が進ん

でおります。 

  合併時の国勢調査では、糸魚川地域３０,２７７人、能生地域

１０,０７８人、青海地域９,４８９人の４９,８４４人であり、平成２２年

の国勢調査では、糸魚川地域２９,３７１人、能生地域９,３１７人、青海地

域９,０１４人の４７,７０２人と２,１４２人減少しております。また高齢

化率は３０.８５％から３２.９６％と増加し、全国平均の２３.０％、県平

均の２６.３％を大きく上回る高齢化率となっております。 

  昨年１０月に国勢調査が行われ、当市の人口は４４,１６１人と人口は更

に減少し、少子化が進み高齢化率は３６.８％と高くなっております。 

  このような状況を踏まえて、１０年先・２０年先に子どもたちがより良い

環境の中で、効果的な教育が受けられる幼保・小中学校の再編成が必要であ

ると考えます。市としての基本的な考え方をお伺いいたします。 

(1) 再編計画の方針の策定について 

(2) 出生者数と就学前及び小学校児童数の推移について 

(3) 市内の保育園・幼稚園の経緯と変遷について 

(4) 保育園・幼稚園の現状と課題、今後の方向性について 

(5) 市内の小学校・中学校の経緯と変遷について 

(6) 小学校・中学校の現状と課題、今後の方向性について 

 

⑫ 古 川   昇 １ 介護・地域支援事業について 

  地域包括支援システムが2012年に創設されて３年、本格的に構築する改革

が始まりました。高齢化の進む中で医療・介護の将来像をどう描くのか。介

護が必要になったとしても住み慣れた地域で最期まで暮らし続けるために、
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在宅介護・医療の充実と連携推進、施設の重点化が図られました。社会保障

費は増加の一途をたどり、介護費は著しい伸びを示しています。介護保険制

度維持、負担の公平性から痛みを伴う改革となっています。以下伺います。 

(1) 施設介護について 

① 施設介護は昨年より入居制限ができ、要介護３以上の高齢者に限定し、

在宅での生活が困難な中重度者を支える施設として機能の重点化を実施、

また、自治体の関与のもと特例で軽度者も認めています。軽度者の施設

申込みで、決定までの経過はどのようになりますか。 

② 特養入所希望者が４００人を超えている現状で、今後の施設拡大の考

えはどうですか。 

③ 今後、特養において医療ニーズの高い入所者が増えることにより、看

取りへの対応が課題と予想されますが、夜間・緊急時の看護体制や医療

提供のあり方をどうお考えですか。 

④ 特養では胃ろうによる栄養管理や痰の吸引等、医療的ケアが他の施設

より多いと聞きますが、人的配置や勤務体制はどのように把握されてい

ますか。 

⑤ 介護家族・施設入所者家族に対するフォローや心身のケアについて、

寄り添う対応・相談窓口はどのように行われていますか。 

⑥ 認知症の施策について、医療・介護・行政・家族など、それぞれの取

組や関わりがどのように展開されているのか。また、課題は把握されて

いるのか現状をお聞きします。 

⑦ 介護人材確保支援への問合せや申込みの現状と、中学生・高校生に介

護職への関心を高める取組はどうか伺います。 

(2) 地域支援事業について 

① 地域支援事業見直しの中で、新しい「介護予防・日常生活支援総合事

業」は、従来の機能回復訓練など高齢者本人への関わりだけではなく、

地域づくりなどの高齢者本人を取り巻く環境への関わりを含めた対応で

あると思いますがどうお考えですか。 

② 要支援者のうち、現行相当移行者は決定と聞きましたが、予防給付対

象として本人希望が保障されて残ることができるのですか。 

③ 全国一律の人員・設備・運営基準から市が定める基準に変更され、専

門性を問わない雇用に置き換えられる訪問・通所サービスＡ型は問題が

大きいと思いますが、実施するお考えですか。 

  また、Ｂ型のサービスについて、現在の考えはどうですか。 

④ 一次予防事業・二次予防事業の区別をなくして一般介護予防事業と介

護予防・生活支援サービス事業の２つに再編されるとのことですが、対

象者の把握事業はどこで担うのですか。 

⑤ 包括的支援事業の中で、地域包括支援センターは運営する以外に大き
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く機能強化を図るとあるが、内容はどうなるのですか。 

  また、人員配置も大事で、地域包括ケアシステムの実現に向けての役

割はどうか伺います。 

⑥ 生活支援サービスの充実、基盤整備において、生活支援コーディネー

ターの研修や協議体を立ち上げて開始と記されていますが、取組経過を

伺います。 

 

⑬ 吉 岡 静 夫 １ ４５,０００人市民、弱い「ひとり」を主役に。 

  ３月定例会、４５,０００人市民一人ひとりのくらしや安全・安心につな

がる平成２８年度予算約５００億円近い私たちの血税の使い道を考え、きめ

る議会であります。 

  時を同じゆうして、「一億総活躍社会」「地方創生」のかけ声かけが行わ

れ、当糸魚川市にとどまらず、全国の各自治体、まさに「乗り遅れてはなら

じ」とばかりの勢いで策定したのが「まち・ひと・しごと創生、総合戦略」

であり、「まち・ひと・しごと創生、人口ビジョン」。 

  しかし、一方、それらの動きとはまるで離れたような社会現象が私たちの

身のまわりで問題視されていることもまぎれもない事実です。 

  こどもの貧困、単身老人の激増・貧困、非正規労働者の激増・貧困、そし

て一方では「東京圏への人口集中加速」の大見出しが新聞紙面トップを飾る

という現実。「下流老人」や「地方消滅」は、それこそことば遊びやゴロ合

わせの世界ではなくなってきているのです。 

  そこで、今回、時期が時期ということを選んで、あえて基本的・足元・根

っこの問題としてお伺いさせていただきます。 

(1) 先人・先輩の教えを行政に活かそう。 

  思想家・山本七平は、「『空気』の研究」のなかでこう言っています。 

  「『空気』を読む」ことは、「右ならえ」「みんなで渡れば」に通ず

る。一方、「『水』をさす」のことばもある。これは、「空気、右、み

んな」の動きや流れに抗したりモノ言おうとする者に対して、これを封

じ込めるときの殺し文句にもなる。マスメディアなど、社会現象に関わ

り、チェック機能を果たそうとする場合、ことさらそんな流れに流され

ないようにしなければならない。 

  マスメディアに限らず、私は、代議制によっている議会制民主主義の

もとでの行政・政治の世界、まったくそのとおりだと思うのです。 

  さらに、いま一例。作家の辺見庸は、こんなことを言っています。 

  「（何かあったとき）それは違うんじゃないかって執拗に言い張ると

『困ったちゃん』みたいに扱われる。そんな冷笑や馬鹿にすることがど

れだけ組織や社会を悪くしていくことでしょうか。おずおずとした発言

でいい、かっこ悪くぶつぶつでいい、どれだけ誠実でいられるか」 
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  まったくそのとおり。いまひとつ、過日の朝日川柳にこうありました。 

  「『反対』に、対案出せと無理を言う」 

  まさに山本・辺見両氏の言われるように「これはオカシイ」と声をあ

げようとするときに、これを封じ込むのに効果的なやり方のひとつが

「対案出せ」のフレーズです。 

  一年分の当初予算案を俎上に乗せ、それぞれ一人ひとりがモノ言う場

でもあるので、基本的な、足元の、根っこの問題として取りあげました。 

  以上、私の考え方に対して、市長、どうお考えですか、お伺いします。 

(2) 「総活躍」「創生」とは。 

  いま、流れは、少なくとも「官・オカミ」の世界では「一億総活躍」

「地方創生」です。各自治体、そんな流れのなかで「乗り遅れてはなら

じ」「負けてはならじ」で「戦略」「ビジョン」策定へ。 

  が、その足元には「下流老人」「こどもの貧困」「非正規労働者の貧

困」があります。零細企業の廃業は年間３万件に迫る勢いです。「地方

消滅」のフレーズも叫ばれて久しいものがあります。 

  「水をさす」と言われるかも知れません。でも、せめて「ぶつぶつ」

でもいい、「勝ち行く」から「弱い一人ひとり」へカジを切っていくべ

きです。 

  このことについてどう考えますか。お伺いします。 

(3) 具体例のいくつかを。 

① 「ジオパーク」、「新幹線」 

  「２８年度当初予算のポイント」冒頭で「ジオパーク」と「新幹線」

を掲げています。まさに「『ジオパーク』なんだぞ、『新幹線』なんだ

ぞ」のかけ声で「こんなにすばらしいものなんだから」の空気づくりに

急、と見てとっている市民も多いのです。 

  それでは「ジオパーク」、かつて指摘した東京事務所の扱い方はその

後どうなっているのでしょうか。今後どうすべきが適正なのでしょうか。

「新幹線」がらみでは、在来線対応の現状はどうなっているのでしょう

か。かつて取り上げた梶屋敷・親不知・市振各駅の便所は住民・利用者

に近くなりました。が、ほかの面でのコミュニケーションはうまくいっ

ているのでしょうか。 

② 桂・工場用地 

  「地域開発」「雇用拡大」。どちらも大義はありました。が、その後

どうなっているのか。一連のこれまでの動きに対する自戒・自省の構え

に立って、現状を見すえたマニフェストづくりなども提唱してきたとこ

ろです。 

  その後、どう取り組んできたか、取り組もうとされているか。 

③ 権現荘・温泉センター 
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  リッパなかけ声かけや威勢の良さは結構。が、その陰でごくごくフツ

ーの市民一人ひとりの楽しみや生き方が軽んじられた好例が「温泉セン

ター」の廃止。一方では「権現荘」への４億円近い巨費投入、さらには

問題点を多く抱える「指定管理者制度」もあるのです。 

④ 姫川病院 

  「地方を、創生を」と叫ぶのなら、まずは足元からです。見直そうで

はありませんか、取り組もうではありませんか。 

  たとえば「行政代執行」などの適用の可否を考えるなど。そういった

努力を重ねることこそが真の「地方創生」の足元を作っていく最大の力、

責務ではないでしょうか。 

  以上、いくつかの具体例。それぞれどうお考えですか。お伺いします。 

２ 市政、「勝ち行く」よりも「弱いひとり」をこそ。 

  いまの市政、「勝ちさえ、強くさえ、カネさえ、力さえ、数さえ」に傾き

過ぎではないでしょうか。たとえば一例として市の「広報」対応。いいこと

づくめが多すぎます。 

  もちろん、私たち、誰だって「強くなりたい、負けたくない、カネも力も

あったほうが良い」。でも、一人ひとりの私たち、そうはいかない。いつな

んどき「弱さ」を抱え込むかも知れないのがこのシャバ。45,000人市民、み

んなが強いわけにはいかないのがこのシャバ。 

  まずは「市政」、「強くさえ、勝ちさえ、カネさえ、力さえ、数さえ、勢

いさえ」から「弱かろうが、負けようが、カネがなかろうが、力がなかろう

が、数が少なかろうが、勢いがなかろうが」この地域に住んでいれば大事に

される、堂々と生きていける、生きがいを求めることができる。そんな「ま

ちづくり」へ「市政」の足元を、根っこをもっていこうではありませんか。

お伺いします。 

 

 

 


